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１．Hans-Dietrich zur Megede, „Jakob Julius Scharvogel: Leben und Werk“,（Hrsg.）Institut Mathil-
denhöhe, Darmstadt, Jakob Julius Scharvogel: Keramiker des Jugendstils, Arnoldsche, １９９５, S.
９. シャルフォーゲルは２６歳まで名前を Jacob と綴ったが，以後 Jakob と綴った。

陶芸家ヤコプ・ユリウス・シャルフォーゲルの
生涯と芸術活動

針 貝 綾

Ceramist Jakob Julius Scharvogel, his Life and Activities for Art

Aya HARIKAI

１．はじめに
ヤコプ・ユリウス・シャルフォーゲル（Jakob Julius Scharvogel,１８５４-１９３８）は，ミュ
ンヘン・ユーゲントシュティルを代表する陶芸家である。他のミュンヘン・ユーゲント
シュティルを代表する芸術家たちの多くが１９世紀末頃に頭角を現したばかりの若手芸術家
たちであったのに対して，１８９８年の手工芸連合工房の設立に合流した時点で，シャルフォー
ゲルは４４歳になっており，ドイツを代表する陶磁器会社でライプツィヒに本社があるドイ
ツ・ヴィレロイ&ボッホにおいてすでに１５年のキャリアがあった。そのため，１９０７年ミュ
ンヘンで結成されたドイツ工作連盟の設立総会において，シャルフォーゲルは議長を務め
ている。それは，１８９８年に立ち上げた自身の窯「ミュンヘン美術製陶所」の作品の高い評
価や，１９０５年のダルムシュタット芸術家コロニーへの招聘と，同時に大公立陶磁器マニュ
ファクチュアを開設し，当時同マニュファクチュアの監督としてドイツの陶磁器業界を牽
引する人物と目されていたためである。
本稿では，マディルデの丘研究所編『ヤコプ・ユリウス・シャルフォーゲル：ユーゲン
トシュティルの陶芸家』カタログ（１９９５年）に多くを負いながら，芸術活動を中心に彼の
人生を紹介し，近代ドイツにおける陶磁器産業の一側面の解明の一助としたい。

２．生誕から修業時代まで １８５４～８３年
ヤコプ・ユリウス・シャルフォーゲル（Jacob Julius Scharvogel）は，教育・教護施
設の校長であり所有者であったクリスティアン・シャルフォーゲル（Christian Scharvo-
gel ,１８２８-１９０８）の長男として，１８５４年４月３日マインツに生まれた１。
シャルフォーゲルは１８６８年に父が運営する商業学校の性質を備えた教育施設を卒業し，
高等工業学校のための予備学校（Vorschule für das eidgenössische Polythechinikum）
と見なされるチューリッヒの州立工業学校（Industrieschule）に入学した。しかし１年
後，新設されたヘッセン大公立工業専門学校（Großherzogliche Hessische Polytechnische
Schule）－現ダルムシュタット工科大学（Technische Hochschule Darmstadt）－に転
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２ Jakob Julius Scharvogel, Lebenslauf. Nicht datiertes Typoskript（ca.１９１３/１４）im Besitz von
Ernest Ohly, London. Zit. aus Hans-Dietrich zur Megede, ebd.
３ Hans-Dietrich zur Megede, ebd., S.１０.
４ Ebd.
５ Ebd.１８８１年と１８８２年の冬のことか。

校し，１６歳から「４学期間，上級レベルの数学と化学，物理学を学んだ。」２

１８７１年夏以降，シャルフォーゲルは両親が望んでいたように，商業的な職業を学ぶため
に再びマインツに戻った。マインツではローマ・ゲルマン中央博物館（Römisch-German-
isches Zentralmuseum）で古代のテラコッタの収蔵品に触れたりしたようだが，この経
験によってすぐに陶芸の道に進んだ訳ではなかった。ハンス＝ディートリッヒ･ツア･メゲ
デは，シャルフォーゲルがその後１年の兵役を経て，１年以上パリに滞在し，１８７８年のパ
リ万国博覧会で日本の陶磁器に出会ったことを，彼の後年の日本陶磁器研究の契機と見な
している３。
シャルフォーゲルにとって重要な芸術上の経験は，１８７９年末までのロンドン滞在の間に

サウス・ケンジントン博物館（現ヴィクトリア&アルバート博物館）の学芸員たちと交流
し，収蔵品を学ぶ機会を得たことであった。その時のことをシャルフォーゲルは「履歴書」
の中で，「ここで私は自身の芸術的なキャリアにとって最初の衝撃を受けた」と回想して
いる４。
シャルフォーゲルはドイツに戻った後も芸術及び歴史の勉強を続け，陶磁器制作を試み
てはいたが，本格的に美術工芸に向かうことなったのは，バイエルンの森ブッヘナウにあ
るガラス工場の監督を勤めていた義理の兄フェルディナンド・フライヘア・フォン・ポシ
ンガー（Ferdinand Freiherr von Poschinger，１８５７-１９２１）の下での修業がきっかけであっ
た。そこで昔ながらの吹きガラスの技術が復興している様子を目の当たりにし，シャル
フォーゲルは「美術工芸（Kunstgewerbe）に耽溺することになってしまった」のである５。

３．ヴィレロイ&ボッホでの活動 １８８３～９８年
１８８３年末，シャルフォーゲルはメットラッハ（Mettlach）のモザイク工場ヴィレロイ&
ボッホ（Villeroy & Boch）の工場技術者兼監督代理として，工場内の設計事務所とモザ
イクのアトリエを管理することになった。この仕事を通して，シャルフォーゲルは陶磁器
の製造方法と，建築用陶磁器の生産・販売の基礎を学んだ。その後１８８６年にはライプツィ
ヒにある中央ドイツ・ヴィレロイ&ボッホ販売センターの監督に就任する。陶磁器加工と
建築用陶磁プロジェクトの遂行を通して，ここではインテリア・デザインの問題にも精通
することになった。
翌１８８７年１月にシャルフォーゲルはライプツィヒの「国民の栄養と調理技術のための国
際展」（Internationale Ausstellung für Volksernährung und Kochkunst）で金メダルを
受賞する。１０年後の１８９７年にはライプツィヒで開催された「ザクセン＝テューリンゲン工
業・産業展」（Sächsisch-Thüringische Industrie- und Gewerbeausstellung）で銀メダ
ルを受賞した。この頃からシャルフォーゲルは独立を考えるようになり，翌１８９８年夏ころ
には１５年あまり勤務したヴィレロイ&ボッホの職を辞することになる。
ハンス＝ディートリッヒ･ツア･メゲデによれば，ヴィレロイ&ボッホの社内文書室に
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６ Hans-Dietrich zur Megede, ebd., S.１１.
７ Ebd., S. １４. シャルフフォイヤー陶器は姓シャルフォーゲルの一部で鋭い，激しいなどを意味す
る Scharf（Scharv）と火を意味する feuerを組み合わせたシャルフォーゲルの造語。烈火陶器と
いうような意味か。Steinzeugは陶器よりも高温で焼き上げられた炻器であるが，一般に馴染みの
ない呼称のため，ここでは陶器と訳す。
８ Ebd., S.１５.

は，シャルフォーゲルに関する詳細な書類は残っておらず，これ以上のことは明らかになっ
ていない６。

４．ミュンヘン美術製陶所の開設 １８９８～１９０５年
シャルフォーゲルは，１８９８年８月２３日ミュンヘンに転居した。転居後すぐに，シャル
フォーゲルは設立されたばかりの手工芸連合工房（Vereinigte Werkstätten für Kunst im
Handwerk）と接触し，同工房の一員として様々な展覧会に参加することになる。
同年のうちに，シャルフォーゲルはミュンヘンのゼンドリンガー・オーバーフェルト
（Sendlinger Oberfeld）に「ミュンヘン美術製陶所」（Münchner Kunsttöpferei）を開
設した。ハンス＝ディートリッヒ・ツア・メゲデによれば，シャルフォーゲルはこの製陶
所で日本の陶磁器をお手本にしながら，まず鑑賞用の器の製造を始めた。２年間の集中的
な釉薬の研究により，シャルフォーゲルは自身の名前を取って命名した「新しい素材，シャ
ルフフォイヤー陶器（Scharffeuer-Steinzeug）を世に問うことができるまでになった。」７

シャルフォーゲルはミュンヘンやダルムシュタットで活躍したユーゲントシュティルの
代表的な陶芸家に数えられるが，彼自身の器はユーゲントシュティルよりもむしろ，彼が
大きさや形，釉薬の色などに関して日本を中心とする東洋の陶磁器を徹底的に研究し，影
響を受けていたことを示している。同時代の陶芸家たちの作品よりも小ぶりで，東洋的な
作品のフォルムが多いことから，彼自身が日本を中心とする東洋の陶磁器をコレクション
して身近に置き，制作の手本としていたことを想像させる。シャルフォーゲルの器は，く
すんだ生地の色合いや，装飾よりも釉薬の風合いを大事にしている点から，彼自身は磁器
よりも東洋の陶器に触発されていたと見られる。シャルフォーゲル自身の作品の多くは，
手わざの跡が残っていないが，基本的にはろくろで成形され，一見陶器のように見えるが
かなり軽いことから，陶器よりも高い温度で焼き上げられていると見られる。
シャルフォーゲルはろくろによる花瓶や水差し，皿の製作から，壁や暖炉，家具を覆う
装飾タイルに至るまで様々な作品を制作した。シャルフォーゲル自身は東洋の陶器を手本
とする器を制作する一方，手工芸連合工房に関わりのある芸術家たちとの共同制作では，
ユーゲントシュティルの代表となるような陶器作品の制作を行った。ハンス＝ディート
リッヒ・ツア・メゲデによれば，１８９９年のミュンヘン・ガラス宮展覧会での成功に刺激を
受けて，エミー・フォン・エギディ（Emmy von Egidy,１８７２-１９４６），ルートヴィヒ・ハー
ビッヒ（Ludwig Habich, １８７２-１９４９），ヴァルター・マグヌッセン（Walter Magnussen,
１８６９-１９４６），テオドール・シュムツ＝バウディス（Theodor Schmuz-Baudiss,１８５９-１９４２）
らは，１８９９年から１９０１年までの間に図案あるいは原型をシャルフォーゲルに提供した８。
また，パウル・ハウシュタイン（Paul Haustein, １８８０-１９４４）も，１９０２年頃から図案を提
供するなどシャルフォーゲルのために働き始めた。彼らとの共同制作による作品は，象嵌
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９ Alexander Koch（Hrsg.）, Die Ausstellung der Darmstädter Künstlerkolonie, Darmstadt１９０１
（Reprint１９７９）, S.２０５. Zit. aus Hans-Dietrich zur Megede, ebd., S.１７. シャルフォーゲルはま
だダルムシュタット芸術家コロニーに招聘されていなかったが，ハンス＝ディートリッヒ・ツア・
メゲデによれば，恐らくルートヴィヒ・ハービッヒの仲介で同展に出展することになった。

１０ Georg Habich, „Neue Fliesen von J. J. Scharvogel“, in: Dekorative Kunst, Jg. ７, １９０４, S.
１４２. Zit. aus Hans-Dietrich zur Megede, ebd., S.１７. ゲオルクは１９０７年以降ミュンヘンの貨幣展
示室，後の国立貨幣コレクションの館長を務めた。専門はルネッサンス期ドイツのメダル。

１１ Ebd., S. １８. 同展ドイツ部門では，オブルリッヒが名誉賞１等８０００リラ，ベーレンスが２等１５００
リラを獲得した他，ベルレプシュ＝ヴァレンダスや手工芸連合工房など９つの芸術家や団体も名誉
賞を受賞した。金メダルはシャルフォーゲルの他，ヴィレロイ＆ボッホなど２４の芸術家や団体に授
与された。“Beilage zu Dekorative Kunst”, in: Dekorative Kunst, Jg. ５, No. ２, November１９０２,
S. IV.

による植物をモチーフとする有機的な装飾と厚みのある暗い色彩の釉薬が特徴である。
１９００年のパリ万国博覧会では，シャルフォーゲルはミュンヘンのハンス・エドゥアルト・
フォン・ベルレプシュ＝ヴァレンダス（Hans Eduard von Berlepsch-Valendas, １８４９-
１９２１）が設計した部屋にタイルを展示し，別の展示室で自身のシャルフフォイヤー陶器を
集めた「ろくろ引きによる鑑賞用の器コレクション」を展示した。
また，シャルフォーゲルの作品は１９０１年にマチルデの丘で催されたダルムシュタット芸
術家コロニーの最初の展覧会でも展示された。例えば，ダルムシュタットの家具製造業者
ユリウス・グリュッケルト（Julius Glückert）邸やハービッヒ邸の部屋には，シャルフォー
ゲルのミュンヘン美術製陶所の陶磁器作品が飾られていた。また，ヨーゼフ・M. オルブ
リヒ（Joseph M. Olbrich,１８６７-１９０８）が設計した芸術家の邸宅のホールには，パトリツ・
フーバー（Patriz Huber, １８７８-１９０２）の図案による大きな暖炉が設えられていたが，そ
の暖炉にシャルフォーゲルのミュンヘン美術製陶所の制作による装飾的な暖炉タイルが使
用されていた９。
また，同展にはシャルフォーゲルのミュンヘン美術製陶所の制作による作品として，ハー

ビッヒが原型を制作した傘立てや洗面用具（図１），花鉢，バラッドハウンドの子犬を模っ
た文鎮，マグヌッセンの褐色の釉薬をかけた大きなビールマグやフラワーポットなども展
示されていた。
彫刻家ルートヴィヒ・ハービッヒの兄で，当時バイエルン王立貨幣展示室の助手を務め
ていた美術史家ゲオルク・ハービッヒ（Georg Habich, １８６８-１９３２）は，１９０４年『装飾芸
術』誌に発表した論文「J. J. シャルフォーゲルの新しいタイル」（Neue Fliesen von J. J.
Scharvogel）の中で次のように肯定的に評価している。「シャルフフォイヤー陶器で築か
れ，赤銅によって組立てられた，どっしりとした暖炉（図２）は，ダルムシュタット芸術
家コロニーの展覧会で最も申し分ない表現に属している。それは趣味が良く，同時に非常
に近代的なもので，一層簡素で一層堅牢に設えられた邸宅（ハービッヒ邸）の一つの主要
な部屋を装飾している。」１０

シャルフォーゲルはまた１９０２年トリノで開催された第一回国際近代装飾美術展（１．In-
ternationale Ausstellung für modern decorative Kunst）でも自身の陶芸作品とともに，
マグヌッセンとシュムツ＝バウディスの図案を美術製陶所で制作した作品を展示した。こ
れらの作品により，シャルフォーゲルの美術製陶所は同展で金メダルを授与された１１。
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図２ 《ルートヴィッヒ・ハービッヒ邸ホール》家具調度図案：パトリツ・フーバー，制作：Ph. ベ
ヒトルト，ダルムシュタット，暖炉タイル制作：J. J. シャルフォーゲル，ミュンヘン

図１ 《シャルフフォイヤー釉薬を使用した洗面用具》図案：ルートヴィッヒ・ハービッヒ，制作：
J. J. シャルフォーゲル，ミュンヘン

当時ベルリン美術工芸博物館館長の助手を勤めていた建築史家のリヒャルト・ボルマン
（Richard Borrmann,１８５２-１９３１）は，１９０２年に刊行した彼の著作『近代陶磁器』の中で，
シャルフォーゲルのろくろ引きの器について以下のように解説している。
「２年程前からシャルフォーゲルはとにかく無用で贅沢な陶磁器類からますます実用的
な器や家庭用品の生産に向かっており，最良の源泉である我がドイツの１６，１７世紀の陶器
製造からインスピレーションを得てきた。この方向での最初の大成功の一歩を，彼は部分
的にはミュンヘンのW. マグヌッセンの原型によって仕上げた，簡素だが，良く，目的に
合うように案出された形態による，暗褐色の釉薬をかけた陶磁器によって踏み出した。そ
れはほとんどが，線の浮彫装飾のあるポット，ボウル，ビールマグ，ジャグである。釉薬
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１２ Richard Borrmann, Moderne Keramik, Leipzig o.J., S. ５８. Zit. aus Hans-Dietrich zur Me-
gede, ebd. S.１８-１９.

１３ "Beilage zu Dekorative Kunst", in: Dekorative Kunst, Jg.６, Heft１１, August１９０３, S. IV.
１４ Brief Scharvogels an Haustein vom２８.１２.１９０３mit der Bitte um Entwürfe für１５cm Flie-
sen für Kaminumrahmungen（Württembergisches Landesmuseum Stuttgart）. Zit. aus Hans-
Dietrich zur Megede, ebd. S. １９. ハウシュタインは１９０３年１０月１日，シャルフォーゲルよりも前
に，ヘッセン大公エルンスト・ルートヴィヒからダルムシュタット芸術家コロニーに招聘され，１９０５
年４月までそこで活動した。

１５ 拙論「美術家パウル・ハウシュタインの生涯，作品，教育」『長崎大学教育学部紀要』第６集
２０２０年３月 １７５～１８８頁を参照のこと。

１６ Vgl. Katalog der Künstlerkolonie-Ausstellung, Darmstadt, １９０４. Otto Grautoff, „Paul
Haustein und seine Arbeiten auf der Ausstellung der Darmstädter Künstlerkolonie１９０４“, in:
Dekorative Kunst. Jg.８,１９０５, S.５７ff. Zit. aus Hans-Dietrich zur Megede, ebd.

が僅かに擦り取られているために，その装飾は深い褐色の背景より明るい色調で強調され
ている。褐色の器は別として，シャルフォーゲルは幸いにもまた１６世紀のケルンや Raeren
の磁器の美しい灰色の斑入りの明るい褐色を再び創造しようと試みていた。」１２

ボルマンはシャルフォーゲル自身が述べていたように日本の陶磁器からの影響ではな
く，ドイツの１６，１７世紀の陶器製造，とりわけ１６世紀のケルンや Raerenの磁器に作品の
源泉を求めている。ボルマンが見た作品あるいは注目した作品は，シャルフォーゲル自身
の作品ではなく，１８９８年から１９０１年にかけてミュンヘン美術製陶所で制作された，フォン・
エギディ，ハービッヒ，マグヌッセン，シュムツ＝バウディスら，手工芸連合工房に関与
した芸術家たちの図案あるいは原型制作に基づく，いわゆるユーゲントシュティルの陶磁
器作品の方だったかもしれない。つまり，ボルマンはミュンヘン美術製陶所でシャルフォー
ゲルが他の芸術家との共同で制作した，浮彫装飾のある作品にドイツの陶磁器の「伝統」
を見出していたのではないかと思われる。
『装飾芸術』誌１９０３年８月号には，ミュンヘンのヘルツォーク・ルドルフ１８番に新設さ
れた手工芸連合工房の展示場において，「現代陶磁器と芸術的装丁」の展示会が開かれた
ことが紹介されている１３。陶磁器作品としては，アンリ・ヴァン・ド・ヴェルド（Henry
van de Velde, １８６３-１９５７）が図案を制作したコレクションやファミリエ・フォン・ハイ
ダー（Familie von Heider）の作品の他，シャルフォーゲルの豪華なビールジョッキなど
も展示された。同時に，ヴィルヘルム・ラオホ（Wilhelm Rauch）やヴァン・ド・ヴェ
ルドの図案による装丁作品や，出版社オイゲン・ディートリヒスが出版した本の装丁な
ど，個人所蔵の装丁コレクションも多く公開された。
シャルフォーゲルはミュンヘン美術製陶所においてすでにタイルの制作を始めていた
が，その際タイルの新しいデザインの発展のためにハウシュタインの協力を得たことをハ
ンス＝ディートリッヒ・ツア・メゲデは指摘している１４。このタイルを使用した例とし
て，ハウシュタインがラジエター・カバーを設計したことは，昨年筆者が紹介した通りで
ある１５。また，１９０４年７月のダルムシュタット芸術家コロニーの第二回展において，ハウ
シュタインはエルンスト・ルートヴィヒ邸とヨーゼフ・マリア・オルブリッヒ（Joseph
Maria Olbrich, １８６７-１９０８）によって新たに設計された三住宅グループの少なくとも９つ
の部屋の設えを手がけた。それらの部屋の壁面や家具に，ハウシュタインはシャルフォー
ゲルの美術製陶所で制作された装飾的なタイルを使用した１６。



針貝：陶芸家ヤコプ・ユリウス・シャルフォーゲルの生涯と芸術活動 175

１７ Darmstädter tägliche Anzeiger vom４.１１.１９０３. Zit. aus Hans-Dietrich zur Megede, ebd. S.
１９.

１８ Hans-Dietrich zur Megede, ebd.
１９ Ebd. S.２０.
２０ Heller１９７４, S.１０２. Zit. aus Hans-Dietrich zur Megede, ebd.

５．ダルムシュタットの大公立陶磁器マニュファクチュア設立まで ～１９０５年
ダルムシュタット芸術家コロニーの創設者であり，最大の支援者であった大公エルンス
ト・ルートヴィッヒは，１９０１年にはシャルフォーゲルと知遇を得ていた。また，ダルムシュ
タット芸術家コロニーの招聘芸術家となるハービッヒ及びハウシュタインとミュンヘン美
術製陶所で共同制作を行い，作品がマチルデの丘での展覧会に使用，展示された。それに
より，シャルフォーゲルはダルムシュタットで知られるようになる。シャルフォーゲルが
ダルムシュタット芸術家コロニーに招聘される準備は着々と整いつつあった。
ハウシュタインがダルムシュタット芸術家コロニーに招聘された翌月，１９０３年１１月４日
には，陶磁器マニュファクチュアのダルムシュタット移転が『ダルムシュタット日刊紙』
に報じられた１７。この陶磁器マニュファクチュアはシャルフォーゲルの美術製陶所を指
す。当初は一時的な操業を想定していたとはいえ，「地域経済と地方の手工業の質の向上」
への刺激となることを期待するこの計画は，ハンス＝ディートリッヒ・ツア・メゲデによ
れば，ヘッセン大公エルンスト・ルートヴィッヒの文化政策上の目標と一致していた１８。
陶磁器マニュファクチュアのダルムシュタット移転計画の背景には，１９０１年隣国バーデン
のカールスルーエに設立された大公マヨリカ・マニュファクチュア（Großherzogliche
Majolika-Manufaktur）に対するヘッセン大公の対抗意識があったのではないか，とハ
ンス＝ディートリッヒ・ツア・メゲデは推察している１９。
相談役としてヘッセン大公エルンスト・ルートヴィッヒと最も密に仕事をし，ダルム
シュタット芸術家コロニーの設立に関わったグスタフ・レームヘルト（Gustav Röm-
held，１８６３-１９３３）は，１９０４年２月１４日付けのヘッセンの窯元宛の書簡の草稿において，
以下のことを紹介し，呼びかけている。シャルフォーゲルが①陶土の研究と設備の視察の
ために訪問を希望していること，②素材と設備の改良のための提案を通して地方の窯元の
手伝いをすることを望んでいること，③要請があれば芸術的にも技術的にも良い図案を提
供する用意があることである２０。しかし，残念ながらこの計画は地元の窯元には受け入れ
られなかった。代わりにシャルフォーゲルに期待されていた仕事はハウシュタインに託さ
れ，後にヘッセン政府の費用でオーバーヘッセンへ派遣されることとなった。
シャルフォーゲルと地元の窯元との共同制作は実現しなかったが，ダルムシュタットに
大公立陶磁器マニュファクチュア（Großherzogliche Keramische Manufaktur）を開設
し，その運営をヤコプ・ユリウス・シャルフォーゲルに委任する計画は具体化しつつあっ
た。
シャルフォーゲルは，ダルムシュタットに１９０４年４月１５日付けで陶磁器マニュファク

チュアの計画案を提出した。「芸術家コロニーとの一貫した相互関係にあるマニュファク
チュア」では，以下の製品の製造が構想された。
「a）庭園装飾：フラワーポットから人物像，花瓶，日時計，休息のためのベンチ，カ

リアティード，手すり，噴水等まで。
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２１ Heller１９７４, S.１０３. Zit. aus Hans-Dietrich zur Megede, ebd.¸S.２１.
２２ Ebd.¸S.２２.
２３ Ebd.
２４ Ebd.
２５ Weltausstellung in St. Louis １９０４, Amtlicher Katalog, Ausstellung des Deutschen Reichs,
Verlag von Georg Stilke, Berlin,１９０４, S.４５８.

２６ Hermann Muthesius, “Die Wohnungskunst. Auf der Welt-Ausstellung in St. Louis”, in:

ｂ）建築用テラコッタ：彩色エナメル及び釉薬をかけて。区分けされたファサードに至
るまでの小さな贅沢な建築のための使用。

ｃ）室内装飾：オーブン，暖炉，タイル，壁及び家具装飾。」２１

同時に，マニュファクチュアでは「ヘッセンの陶器産業のための陶磁器専門学校」
（Keramische Fachschule für das hessische Töpfergewerbe）として，また「工科大学
のための陶土化学教育工房」（Thonchemische Lehrwerkstatt für die Technische
Hochschule）としての機能を備えることが構想された２２。
マニュファクチュアの責任者の人事は，国務大臣が興信所に調査を依頼するなどして，
慎重に進められた。興信所はシャルフォーゲルとミュンヘン美術製陶所について，「陶芸
家として彼は一流の名声を享受し，彼の作品は例外なく芸術上の完璧さを示し，様々な展
覧会で最高賞を授与されてきた。それに対し，事業の採算性はあまり評価されない。シャ
ルフォーゲルの製品は非常に高価で，それゆえ一方で経費がとにかくかなり莫大であるに
も関わらず，決して多くは売れない」と経費の問題点をこの時点で指摘している２３。しか
し，シャルフォーゲル自身が会社設立時の資産を１３０,０００マルクと申告していることに加
え，「親の代からかなりの財産があり，同様に彼の妻はマインツの富裕な家族の出身であ
る」ことから，「シャルフォーゲルの財政状況は良好と判断される」との結論に至ってい
る２４。
シャルフォーゲルは，１９０４年１０月２８日付けで契約書をヘッセン大公国務長官に送付して

いる。同時に，彼はマニュファクチュア建築に特化したハレ a. S.の建築家 Th. レーマン
& G. ヴォルフ （Th. Lehmann & G. Wolff）に，建築基準監督局に提出する申請書を作
成し，国務長官に提出させたことを報告した。１９０５年７月２４日には陶磁器マニュファクチュ
アの建設許可が下り，建物が完成した１９０６年４月に操業を開始した。
陶磁器マニュファクチュアの建物の建設と内装について助言を行う一方で，この間も

シャルフォーゲルはミュンヘン美術製陶所で制作を続け，手工芸連合工房のメンバーであ
るブルーノ・パウル（Bruno Paul, １８７４-１９６８）らミュンヘン・ユーゲントシュティルの
代表的な室内装飾家や図案家たちとこれまで以上に仕事をした。例えば１９０４年のセント・
ルイス万国博覧会では，パウルによって設計された展示室のラジエター・カバーとその背
景にシャルフォーゲル＝タイルが使用されている２５。
ヘルマン・ムテジウス（Hermann Muthesius, １８６１-１９２７）は『ドイツ美術と装飾』誌

に寄せた展評「セント・ルイス万国博覧会における住宅芸術」において，「シャルフォー
ゲルによる素敵な灰色のタイルは，すばらしく部屋にぴったりと合っていて，その効果を
高めている…。ブルーノ・パウルの部屋はミュージアム・ピースである」と好意的に評価
している２６。
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Deutsche Kunst und Dekoration, Bd.１５, Darmstadt１９０４/０５, S.２１３. Zit. aus Hans-Dietrich zur
Megede, ebd., S.２３.

２７ „Architektur und Kunstgewerbe. Von Prof. Von Thiersch ‒ Müchen“, Weltausstellung in St.
Louis １９０４, Amtlicher Katalog, Amtlicher Bericht über die Weltausstellung in Saint Louis
１９０４, Berlin１９０６, S.２８５.

２８ Ebd., S.４４６.
２９ Erste Ausstellung der Münchener Vereinigung für angewandte Kunst im Studiengebäude
des Königl. National-Museums zu München１９０５, München,１９０５, S.７. 委員のうち，フォン・
ゴーゼンとオプリストは彫刻家，その他は画家と紹介されている。

３０ Ebd., S.１９-２１.
３１ E. W. Bredt, “Ausstellung der »Vereinigung für angewandte Kunst«”, München, １９０５, in:

また，１８８２年からミュンヘン工科大学の教授を務めていた建築家のフリードリッヒ・
フォン・ティールシュ（Friedrich von Thiersch, １８９７-１９２１）も，『１９０４年セント・ルイ
ス万国博覧会公式報告』（１９０６年）の「建築と美術工芸」において，次のようにシャルフォー
ゲルのタイルを高く評価していた。
「この部屋はすばらしく，シンプルなトーンとその取り組み方で，ドイツの展示におい
て好ましいもののひとつであった。その中での第一級の装飾作品は，ガス暖炉がある部屋
の一角であった。このガス暖炉はシャルフォーゲルのみごとなタイルで覆われ，真鍮製の
暖炉部分は非常に魅力的に成形されていた。これはしばしば薪ストーブの装飾によって回
避されている，ガス暖炉の難しい問題の理想的な解決と見なさなければならないだろう。
部屋全体の制作は，ミュンヘン手工芸連合工房によるものである。」２７

ちなみに，『セント・ルイス万国博覧会１９０４年 公式カタログ ドイツ帝国展』によれ
ば，シャルフォーゲルは同博覧会に「グループ１４ 美術工芸のオリジナル作品」として釉
薬をかけたシャルフフォイヤー陶器も出展していた２８。
１９０３年シャルフォーゲルは「ミュンヘン応用美術連合」（Münchner Vereinigung für

angewandte Kunst）の委員長に就任している。同連合の理事会にあたる委員会には，F.
A. O. クリューガー教授が副委員長，画家カール・ウーレ，彫刻家テオドール・フォン・
ゴーゼン，画家アーデルベルト・ニーマイヤー，画家ブルーノ・パウル，画家ユリウス・
ディーツ， 画家フリッツ・エルラー， 彫刻家ヘルマン・オプリストら，手工芸連合工房
の図案家たちが委員として名を連ねており，連合の活動には手工芸連合工房の活動理念と
重なる部分が少なからずあると考えられる２９。
１９０５年ミュンヘンの国立博物館研究棟で開催された『第１回応用美術連合展』目録によ
れば，ユリウス・ディーツの設計による第１７室の「玄関の間」，ブルーノ・パウルの設計
による第１９室の「食堂」の窓周辺，同じくパウル設計の第２１室「音楽室」の壁面にシャル
フォーゲルのタイルが使用された３０。その他，同展にはシャルフォーゲルの数多くの花瓶
などの陶磁器や家具用タイルも展示された。同展におけるシャルフォーゲルの出品作につ
いて，E. W. ブレット（E. W. Bredt）も次のように高く評価している。
「シャルフォーゲルは非常にエネルギッシュにこの古い課題を取り上げ，自惚れること
なく，しかし素晴らしいアイデアで，素晴らしい色彩によって非常に特別に贅沢な空間を
飾るのにふさわしい，これまでは洗練されていないと見なされていた陶器による作品を創
造した。…」３１
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Dekorative Kunst, Jg.８,１９０５, S.３８. Zit. aus Hans-Dietrich zur Megede, ebd., S.２４.
３２ Scharvogel, Lebenslauf. Zit. aus Hans-Dietrich zur Megede, ebd.
３３ Ebd.

ダルムシュタットでの仕事に専念するため，シャルフォーゲルは１９０５年のうちにミュン
ヘン応用美術連合の会長の職を辞することになった。バイエルンの美術工芸への功績に対
し，バイエルン摂政ルイポルト（Prinzregent Luitpold von Bayern, １８２１-１９１２）はシャ
ルフォーゲルに，４番目の位のあたる聖ミヒャエル勲章を授与した。
さらに，１９０３年にシャルフォーゲルはバイエルンの教会教育省長官フォン・ブラウル
（Von Blaul）から，ランドシュート（Landshut）にある陶芸家学校の再編案検討の依
頼も受けていた。シャルフォーゲルは陶芸家学校について１１ページの報告書を作成してい
る。その中でマイスターたちがどんどんストーブ設置工や食器商人に成り下がっていくこ
とを非難し，手工業者たちは階段室などのための壁タイルや腰壁の縁用タイルなどを製造
するために，芸術的にもより良く教育されなければならないだろうと説いた。このシャル
フォーゲルの指摘によって組織再編と教育改革が進められ，陶芸家学校はランドシュート
陶磁器専門学校（Keramische Fachschule Landshut）に格上げされた。シャルフォーゲ
ルによれば，「この施設は陶磁器専門学校に改変された結果，ニュルンベルクの産業展覧
会で試練を克服することに成功した。」３２この学校のために，ミュンヘンを去る１９０５年まで
シャルフォーゲルはバイエルンの政府顧問を務めることになる。
ダルムシュタットへの移転のため，シャルフォーゲルのミュンヘン美術製陶所は，１９０５
年９月１７日にミュンヘンの美術及び出版の合資会社 Dr. E. Alber u. Cie., Kommandit-
ges.に５５,０００マルクで売却された。

６．ダルムシュタットの大公立陶磁器マニュファクチュアでの活動 １９０５～１３年
１９０５年，シャルフォーゲルはヘッセン大公エルンスト・ルートヴィッヒの招聘に応じて
ダルムシュタット芸術家コロニーのメンバーとなった。上述のように，シャルフォーゲル
はまたヘッセン大公の指示により，ダルムシュタットに陶磁器マニュファクチュアを開設
し，その監督となった。ダルムシュタットの陶磁器マニュファクチュアに関して，シャル
フォーゲル自身は以下のように述べている。
「私は計画を心配なく実現する機会を与えられた。この施設の特徴はまず純粋に模範的
な性格のものであった。シャルフォーゲル＝陶器（Scharvogel-Steinzeug）とみなされて
いたようにその時までほとんど全くおざなりにされていたテラコッタは，建築上の目的の
ために利用されるべきであった。」３３

１９０４年１０月２５日に国教会教育省長官とシャルフォーゲルの間で締結された契約には，
シャルフォーゲルが支配人としてマニュファクチュアの監督を引き受け，匿名組合員とし
て会社に入ることが定められていた。また，シャルフォーゲルには，専門家である第三者
が後からシャルフォーゲルの作品を仕上げることができるように，陶磁器の製造に関する
方法や陶土，釉薬の調合等に関して，書面に書き残すことが課された。さらにシャルフォー
ゲルの会社の銀行預金が５０,０００マルクに達した時点で，全ての陶磁器の製造に関する方法
や陶土，釉薬の調合等に関する記録は，自動的に創設される会社の財産になるという契約
になっていた。
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３４ Darmstädter Tageblatt vom１１.４.１９０６, S.３０ f. Zit. aus Hans-Dietrich zur Megede, ebd, S.
２６.

シャルフォーゲルの年俸は，注文を引き受けることによる付加的な収入の可能性をあら
かじめ考慮して８,０００マルクとされたが，これは他のダルムシュタット芸術家コロニーの
どの招聘芸術家たちの俸給をもはるかに凌いでいた。ヘッセン大公に最も重用され，ダル
ムシュタット芸術家コロニーで最も活躍したように思われるオルブリッヒでも，１９０１年に
は年俸４,０００マルクしか受け取っていないというから，シャルフォーゲルが如何に高く評
価され，陶磁器マニュファクチュアの収益性が如何に期待されていたかが分かる。
シャルフォーゲルはダルムシュタット芸術家コロニーに招聘されたが，芸術家コロニー
内ではなく，当時まだダルムシュタットに属していなかったエバーシュタット（Eber-
stadt）の「邸宅コロニー」（Villenkolonie）と呼ばれる地区に居を構え，家族と移り住ん
だ。
ハイデルベルガー通りに建設された大公立陶磁器マニュファクチュアは，シャルフォー
ゲルの住居からわずか１００メートルほどの所にあった。ユーゲントシュティルの名残をと
どめる，伝統的な建築方式によるマニュファクチュアの建物は現存しているが，現在はア
パートとして使用されている。
１９０６年４月１１日付の『ダルムシュタット日刊紙』（Darmstadter Tagblatt）は，大公立
陶磁器マニュファクチュアが原型の製造を開始したことと，新しい製造施設を詳細に報じ
た３４。倉庫にはほとんどがラインラントとプファルツから取り寄せた様々な陶土がストッ
クされ，マニュファクチュア内には水簸装置（鉱石などを水に溶かし，比重や大きさの差
によって選別する装置），釉薬粉砕機，花瓶やテラコッタの原型を成形するろくろ，タイ
ル・プレス機が設置された部屋や型用の石膏を鋳造する部屋，原型や装飾等の図案を制作
するアトリエ，陶土や釉薬の実験室，そして見本コレクション（Mustersammlung）が
あった。焼成に関する設備としては，オリジナル作品の制作や焼成実験，釉薬試験のため
の小さいマッフル炉（Muffelofen）に加え，１,０４０度で１２時間焼成するための３つのテラ
コッタ用マッフル炉，約１,４００度の高温と２４時間の焼成時間に耐えることができる二階建
ての高さの焼成炉があった。最も大きな焼成炉は陶器タイルの製造のための窯で，長い冷
却期間を必要とし，定期的に可動する予定であった。中庭には焼成の際に使用する薪が高
く積み上げられ，機械室にはガスが供給される強大な作業モーターが設置されていた。充
実したこれらのマニュファクチュア内の設備を，シャフローゲル自らが案内して回ったと
いう。
大公立陶磁器マニュファクチュアの生産は，シャルフォーゲルが１９０４年に提出したプロ

グラムに概ね沿った形で進められた。その中心を成したのが建築用陶磁器であった。シャ
ルフォーゲルがすでにミュンヘンで制作を行っていたタイルは，壁や家具の装飾，あるい
はストーブや暖炉の被覆用に利用されていた。マニュファクチュアではタイル図案と原型
が毎年数多く制作されて，丈夫なタイルの生産が可能となり，室内装飾に使用されていた
タイルはファサードの被覆にも使用されるようになった。
大公エルンスト・ルートヴィッヒは，１９０７年に彫刻家ハインリッヒ・ヨープスト，陶芸
家ヤコプ・ユリウス・シャルフォーゲルとともに建築家ヴィルヘルム・ヨストをイタリア
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３５ H. Werner, Die keramische Manufaktur des Großherzogs von Hessen, in: Die Rheinlande I,
Düsseldorf, S.１９５. Zit. aus Hans-Dietrich zur Megede, ebd, S.２９.

３６ Joan Campbell, Der Deutsche Werkbund, Klett-Cotta, Stuttgart,１９８１, S.１４.
３７ Roland Günter, Der Deutsche Werkbund und Seine Mitglieder１９０７ bis２００７, Klartext Ver-
lag, Essen,２００９, S.６９-７０.

３８ Zit. aus Hans-Dietrich zur Megede, ebd., S.３０.

への研修旅行に送り出した。彼らはナウハイム浴場（Bad Nauheim）建設の準備のため
に，イタリアの建築と建築用陶磁器について学んでくるように指示されていた。陶磁器マ
ニュファクチュアはその後建築用テラコッタの製造にも力を入れるようになるが，その
きっかけとなったのがナウハイム浴場にさらなる設備と中庭を陶磁器で設えて欲しいとの
ヘッセン建築局からの委託であった。
建築用テラコッタは大気汚染にさらされる石造りの建築物のための代替として歓迎され
たのである。シャルフォーゲルは「鉄分と石灰分を含む陶土の調合を工夫し，風雨に耐え
られる無孔の陶片の製造に成功し」，１９０７年以降シャルフォーゲル自ら「風雨に耐えられ
る陶器」を講義や雑誌への寄稿論文で宣伝した３５。
大公立陶磁器マニュファクチュアは建築用のタイルやテラコッタの生産を精力的に進め
る一方で，釉薬をかけた陶器（Steinzeug）による花瓶や花鉢などの器の制作も行われた。
それらは恐らく量産されず，一品制作による高価な作品であったため，「クリスタル，ガ
ラス，磁器，贅沢品のための特別店ルイス・ノアック」（Spezialgeschäft für Kristall-,
Glas-, Porzellan- und Luxuswaren Louis Noack）等で不定期に展示販売されるに留まっ
た。

７．ドイツ工作連盟におけるシャルフォーゲルの地位と活動 １９０７～１３年
１９０７年１０月５日・６日に，ミュンヘンでドイツ工作連盟が設立された３６。１０９名の芸術
家，美術手工業者，工場主，美術愛好家たちが集まり，１日目の設立大会は当時ダルムシュ
タットの大公立陶磁器マニュファクチュア長を務めていた J. J. シャルフォーゲルが議長
を務めた３７。シャルフォーゲルは，ドイツ工作連盟の１２名の創設メンバーの一人でもあっ
た。
設立日である１０月６日午前９時３０分に，シャルフォーゲルはドイツ工作連盟設立総会の

最初の講演者として登壇した。工作連盟文書館が保管している記録によれば，「ドイツ美
術工芸連盟の次の課題」という演題でシャルフォーゲルは工作連盟の実際的な課題につい
て話をした。芸術を「個人の成果としてではなく，また賛嘆し，驚いて見る作品としてで
はなく，自明の事柄として，文化的要素として，それなしには人が生きることが出来ない
物として，再び強調しなければならない。」３８とりわけシャルフォーゲルは，新しい市場を
開拓することを目的とした，精選された小規模な芸術作品の展覧会において，産業と芸術
の間の計画的な共同作業の必要性を強調した。さらに重要なのは産業の後継者の育成だと
述べた。
シャルフォーゲルは初期のドイツ工作連盟において重要な地位にあった。１９０７/０９年に

は委員会メンバーに選出され，１９０９/１０年には理事会のメンバーを務めた。さらに，工作
連盟の委員会では中央ライン地区の地方代表者と陶磁器産業専門委員会の代表者も兼任し
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３９ „Scharvogel, Jakob Julius, Professor, Keramiker, Darmstadt, Großh., Keram. Manufaktur”,
in “Mitglieder-Verzeichnis”, Jahrbuch des Deutschen Werkbundes１９１３: Die Kunst in Indust-
rie und Handel, Diederichs, Jena,１９１３.

た。１９１１年以降，シャルフォーゲルはドイツ工作連盟の要職に就いていない。１９１３年の『ド
イツ工作連盟年鑑』の会員一覧には「シャルフォーゲル，ヤコプ・ユリウス，教授，陶芸
家，ダルムシュタット，大公立陶磁器マニュファクチュア」の記載があり，１９１３年までは
会員であったことが確認できる３９。

８．大公立陶磁器マニュファクチュアへの建築用陶磁器制作の依頼，シャルフォーゲルの
解雇～陶磁器マニュファクチュアのその後 １９０８～１３年

１９０８年５月から１１月までダルムシュタットのマチルデの丘で「ヘッセン自由・応用美術
展」（Hessische Landesausstellung für freie und angewandte Kunst）が開催され，大
公立陶磁器マニュファクチュアの作品が初めて多量に紹介された。この展覧会は，ヘッセ
ンの美術手工業と産業が芸術家コロニーの影響を通して成し遂げた発展を示し，地域を越
えて注目された。その焦点の一つが，有名な建築家と芸術家たちによって設計された室内
空間であった。これらの幾つかの空間には，シャルフォーゲルのタイルが噴水や暖炉の被
覆の形で利用されていた。
また，造園された外の施設は，大公立陶磁器マニュファクチュアのテラコッタ製品の植
木鉢で飾られていた。展覧会の呼び物は，アルビン・ミュラー（Albin Müller,１８７１-１９４１）
が設計した「応用芸術のための建築物」（Gebäude für Angewandte Kunst）の中にある，
待合室を備えた開放的な「陶磁器の中庭」（Keramischer Hof）であった。装飾的な浮彫
り装飾で覆われた歩道は，シャルフォーゲルの新しい建築用テラコッタの可能性を示して
いた。修道院の中庭を想起させる施設は，ヴィルヘルム・ヨスト（建築），ハインリッヒ・
ヨープスト（建築用彫刻のための原型），シャルフォーゲル及び大公立陶磁器マニュファ
クチュア（建築用陶磁器の制作）による共同制作作品であった。
釉薬をかけた陶器を使用した待合室の設備には，オッフェンバッハ（Offenbach）の彫

刻家カール・フーバーが装飾化された彫像的なパーツのための原型を提供した。１９０８年の
ヘッセン展で一部展示されたナウハイム浴場の温泉施設のための備品は，大公立陶磁器マ
ニュファクチュアの最初の，最も大規模な委託作品であった。更なる建築用陶磁器の依頼
は１９１３年まで続いた。
その他，陶磁器マニュファクチュアが委託を受けて行った仕事としては，１９１２年に完成
したダルムシュタットのオットー・シャウムブルク＝リッペ王子（Prinz Otto Heinrich
zu Schaumburg-Lippe, １８５４-１９３５）の旧宮殿（現ゲオルク＝クリストフ＝リヒテンベル
ク邸，Georg-Christoph-Lichtenberg-Haus）の階段室がある。彩色されたタイルとモザ
イクで装飾されたこの階段室は，１９１０ /１１年にオルブリッヒの弟子にあたる建築家ヤーコ
プ・クルーク（Jakob Krug, １８７７-１９６５）との共同制作によるもので，１９９５年当時はまだ
良好な状態で保存されていたようである。また，１９１３年に完成したヴィースバーデンのフ
リードリッヒ皇帝浴場（Kaiser-Friedrich-Bad）の室内プール場の装飾も，シャルフォー
ゲルの建築用陶磁器の最後の作品と見られている。
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４０ Ausst.-Kat. Richard Riemerschmid. Vom Jugendstil zum Werkbund, München,１９８２, S.５１１.
４１ Ebd.

ヘッセン大公は１９１１年には経済的な理由により，「大公立高級ガラス＝マニュファクチュ
ア」（Großherzogliche Edelglas-Manufaktur）から撤退した。大公立陶磁器マニュファ
クチュアの財政状況も芳しくなく，１９１２年には２０００マルクの損失を出し，１９１３年７月末に
シャルフォーゲルは１９１３年１２月１日までの彼の契約の解除通知を受け取った。同年８月末
にシャルフォーゲルは健康上の理由により翌９月末の解雇を要請している。
１９１３年１０月１日までに，陶磁器マニュファクチュアはカールスルーエの大公立マヨリカ
＝マニュファクチュアの営業担当者アウグスト・フリッケ（August Fricke），及び Boizen-
burg a.d. Elbe の Duensing-Bicheroux-Werkeの所有者たちに賃貸され，事業の一層の
工業的組織化と拡大，会社の借り換えが計画された。この計画に従い，マニュファクチュ
アの建物も拡張されることになった。１９１４年６月にはこの賃貸契約が終了する。
第一次世界大戦を挟んで，１９１９年にはヨハネス・バルテルト（Johannes Bartelt）を
借地人として「ヘッセン＝ダルムシュタット陶磁器マニュファクチュア」（Keramische
Manufaktur Hessen-Darmstadt）の操業が開始された。その指揮を執ったのが，ダルム
シュタットの有力な出版者アレクサンダー・コッホ（Alexander Koch）の娘婿である，
彫刻家ヴェル・ハビヒト（Well Habicht）であった。制作された作品にはダルムシュタッ
ト のマニュファクチュアの新しい刻印，HD （Hessen-Darmstadt）の上の王冠が押され
た。その中にはヴェル・ハビヒト自身による人物像も含まれていた。
２年後の１９２１年，ヘッセン＝ダルムシュタット陶磁器マニュファクチュアは，フォルク
シュテット最古の株式会社磁器工場ルードルシュタット＝フォルクシュテット（Porzel-
lanfabrik AG, Rudolstadt-Volkstedt）の所有となった。ローダッハの高級陶器工場マッ
クス・レスラー（Feinsteingutfabrik Max Roesler, Rodach）への１９２３年の売却後，もっ
ぱら日用品が製造されていたが，１９３１年にはこの会社も経済的理由から閉鎖されることに
なった。

９．大公立陶磁器マニュファクチュア後の活動 １９１４～３８年
１年半ほどの研究旅行の後，シャルフォーゲルは１９１５年の秋からミュンヘン工科大学で
建築陶器の講師を務めることになった。授業では煉瓦やテラコッタ，マヨリカ陶器，ファ
イアンスなど，建材としての陶磁器の生産と使用法について教授し，１９２４/２５年の冬学期
終了後，７１歳で講師の職を辞した。
１９１８年１１月の政治的革命は，リーマーシュミートが「ミュンヘン人とドイツ芸術の理想
と利害に関する事柄も傍若無人な急進主義の術策に陥る」と感じたように，ミュンヘンの
多くの芸術家たちに危機感をもたらした４０。こうした危機に立ち向かうべく，「造形芸術
や専門の同志たちに相応しい地位と評価を維持する」ことを目的として，同年末ミュンヘ
ンに設立されたのが芸術家協議会（Künstlerrat）である４１。協議会にはシャルフォーゲ
ルの他に，ミュンヘンの美術業界を代表する有力者たち，すなわち美術工芸家リヒャルト・
リーマーシュミート（Richard Riemerschmid, １８６８-１９５７）や建築家テオドール・フィッ
シャー（Theodor Fischer,１８６２-１９３８）, 彫刻家アドルフ・フォン・ヒルデブラント（Adolf
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von Hildebrand, １８４７-１９２１）, 画家マックス・ウノルト（Max Unold, １８８５-１９６４）らが参
加した。
この頃，１９２２年開催のパリ万国博覧会が計画される中で，ドイツとオーストリアが除外
される可能性があるとの報道が出た。その対抗策として，ダルムシュタット出版者アレク
サンダー・コッホは１９１９年の論文の中で，ドイツの質の高い作品を展示する，ドイツでの
大規模な美術産業展（Kunstgewerbe-Ausstellung）の開催を提案した。この提案はミュ
ンヘン連盟に取り上げられ，「産業展」（Gewerbeschau）の名称の下に１９２２年５月から１０
月までミュンヘンで展覧会が開催され，３５０万人の来場者を数えた。シャルフォーゲルは
この産業展でも議長を務めており，展覧会の開幕の際，当時のケルン市長で同展の名誉理
事であったコンラート・アーデナウアー（Konrad Adenauer, １８７６-１９７６）とワイマール
共和国の初代帝国大統領フリードリヒ・エーベルト（Friedrich Ebert, １８７１-１９２５）と一
緒に会場を歩く姿が写真に収められている。
ミュンヘン市議会は，市に対する功績により，７５歳の誕生日以降，シャルフォーゲルに
月１００ライヒスマルクの名誉年金を授与することを決定した。その後，１９３８年１月３０日に，
シャルフォーゲルは心臓発作で亡くなった。享年８４歳であった。

１０．おわりに
今年度前期，筆者にはドイツにおける中期の調査研究の機会が与えられていたが，新型
コロナウイルス感染拡大により，残念ながら実現には至らなかった。今後，機会があれば
さらに資料や作品の調査を行い，今回明らかにできなかった部分について検証を行いた
い。

図版典拠：
図１，２ Alexander Koch（Hrsg.）, Deutsche Kunst und Dekoration, Band IX, Okt.
１９０１-März１９０２, S.１７,２９.

その他参考文献：
Mathildenhöhe, Ein Dokument Deutscher Kunst１９０１-１９７６: Band４ Die Künstler der
Mathildenhöhe, Eduard Roether Verlag, Darmstadt,１９７６.
Institut Mathildenhöhe Darmstadt（Hrsg.）, Museum Künstlerkolonie Darmstadt,
Roetherdruck, Darmstadt,１９９０.
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